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［今月の聖句］

①

「輝かそう、あなたの光を」ウルリック・ラウリドセン（デンマーク）国際会長
利根川恵子　（川越） 「変革のための光となろう」 アジア太平洋地域会長

「未来のために今、学びと気づきを！
未来のために、自信を育み、真の喜びに出合う！」」

東日本区理事 山田公平　（宇都宮）

「よい結果をもたらす心の安定と考える力」あずさ部部長 森本俊子（長野）

甲府21クラブ会長 小澤公紀 「みんな一緒に、1 つの目標（YMCA の支援）に向かって行動しよう」

2023 年 11 月 7日（火）発刊

　　　　　　　　　司会　 饗場　裕ワイズ
①開会点鐘   小澤公紀会長
②ワイズソング、ワイズの信条
③今月の聖句、一言　 功刀　弘ワイズ
④会長挨拶　　　　　　 小澤公紀会長
⑤ゲスト紹介
⑥会員卓話   末木咲子ワイズ
⑦ハッピバースデー
⑧ワイズディナー
⑨ゲスト卓話　　花輪宗命様（八王子クラブ）
　「ワイズに託す私の夢」
⑩YMCA、諸報告
⑪YMCAの歌
⑫閉会点鐘　　　　　　 小澤公紀会長

11月 巻頭言

◆2022-2023年度　主題◆

《11月の誕生者》
＜メン＞
赤根　学（19日）

「そこで、イエスもう一度両手をその目に当てられると、よく見えてきていやされ、
何でもはっきり見えるようになった」　マルコによる福音書 8章 25 節

11月　巻頭言

ようやく “秋” 本番化と喜んで
いたら、アットいう間の冬の気配
に、驚きを隠せません。
いよいよ何かと忙しい季節が目
前です。当クラブでも、バザー、
ベビーカーコンサート、クリスマ
ス例会、年始の在山梨 4クラブ
の合同例会などが続いておりま

す。クラブの皆様の絶大なる支援と、参加をお願い
致します。
　先日、長野市善光寺で、あずさ部大会が長野ク
ラブのホストで開催されました。甲府からはマイクロ
バスを仕立て甲府在クラブ合同で20名を超える参
加を見て楽しい1日を送りました。森本あずさ部部
長を始め部役員及びホストクラブの長野の皆様に大
変お世話になり感謝いたします。この紙面を借りて
御礼申し上げます。
　大会の中で、特に感銘したのは善光寺住職福島
貴和様の講演でした。イスラエルとガザの戦闘が終
わりを見せない今、福島住職の宗教を超えた人間と
しての生き方、考え方に深く心打たれるものがありま
した。複雑な背景の中で夫々の国の正義が主張され
ていますが、少なくとも大多数である双方の個々の
人たちが望んでいる形でないことは明白です。
　住職の講演の中で、双方の若者たちの交流に尽
力された時の写真がありましたが、若者たちの笑顔
が大変印象に残っております。互いに相手を思いや
る心の積み重ねが人間としての豊かな生活を保証す
るものと、その写真は言っているようでした。
　ウクライナ、パレスチナなど世界平和に不安定な
要素が、一時も早く収まることを神に祈るのみです。

会長　小澤公紀

［敬称略］

2023年11月第一例会プログラム

選者　功刀　弘

2023 年 11 月 7日 （火）　午後 7時〜
山梨 YMCA3 階大澤英二記念ホール

BF、iGo、STEP

＜メネット＞
登録者なし

ユースリーダーとして活動する上で改めて私は、
子どもとの触れ合いを通して変化に触れるだけ
でなく自分も変えられる体験をしていると感じる
ようになりました。
アルバイトで山梨YMCA館内にいたからという
流れで最初はボランティアの活動に参加していた
と思います。自分から自発的にではない部分も
ありましたが、豊かな経験をさせてもらったこと
で、今となってはユースリーダーとしてのさまざま
な活動に挑戦しようと思えるようになりました。

今年の2月に清走中とサステナキャンプの活動
報告として兵庫県へ行き、YMCAに携わるワイ
ズメンズクラブの皆さんの前で発表を行ったりし
ました。［ワイズ東西交流会＠神戸］

特に沢山の人の前での発表など、普段の私だっ
たら絶対に避けたいことでした。
しかしYMCAでのこれまでの活動を通して、必
然的に苦手だったことを克服できるような経験を
してきたこと改めて感じました。
友達からはYMCAでのアルバイトやボランティ
アを始めてからすごく変わったねと言われました。
大学 1年生の頃の私と比べると、色 と々変化が
見えるようになってきているのだと勇気が出たよ
うな気がします。入学時は1人で行動すること
が苦手で、1人では何をするのも不安でした。
しかし子供たちとの関わりやイベントへの参加す
ることで自信がついてきて、1人であっても不安
という気持ちが少なくなっていきました。

また先月には東日本区でユースリーダーをしてい
る約40名集められたユースボランティアリーダー
ズフォーラムに参加しました。このフォーラムは
「私たちにとっての みつかる。つながる。よくなっ
ていく。」をテーマとしリーダーの経験を分かち
合い励ましあう機会でした。その回においてもグ
ループ報告を担いました。
　これまでの話を聞いていただいた中で感じても
らえていると思いますが、私は発表やグループ
ディスカッションが苦手なのでフォーラムに参加
することが不安で仕方がありませんでした。それ
に加えて山梨県外でユースリーダーとして活動し
ている人たちと関わることが初めてだったのでそ
の気持ちが高まっていました。
その不安や緊張から最終的には単純に楽しかっ
たという状態に変わっていました。それは同じグ
ループで過ごしたリーダー達が本当に優しかっ
たこともありますし、YMCAの雰囲気がそうさ
せてくれていたのだと本当に強く実感しました。
初めましての状況でもリーダー名で呼び合うこと
が当たり前だったので距離が縮まりやすかったと



②

10月の例会報告   
日時   2023 年 10月3日 19:00 ～ 
会場    山梨 YMCA３F大澤英二記念ホール 

定刻に小澤会長の点鐘にて開会、小野ワイズ
の選ばれた聖句の中の「いつも感謝していなさ
い」が今のご自身の日々常に思う事とのお話で
した。
　荻原桂子ワイズの会員卓話は、お住まいの周
辺の里山が宅地となり美しい自然に接する機会
が減ってしまった。又、温暖化による不安定な
気候候が多くなってきている事を憂いての心やさ
しい気持ちをお話しされました。
　ゲスト卓話は地方の弱小チームから伊東純也
や何名かの日本代表選手を輩出した、森淳ヴァ
ンフォーレ甲府強化育成部スカウト担当の「磨
けば光る才能を求めて」と題したお話をして頂き
ました。試合に出場機会のあるチームから実積
を積んで確実にステップアップしていく実例を挙
げて説得し磨けば光る選手を獲得していく方法
を主としている。昨年の天皇杯優勝や、現在戦っ
ている AFC チャンピオンズリーグの活躍が励み
となっていると熱く語る講演でした。
　続いて 8 月にネパールで実施された AYC( ワ
イズメンズクラブアジア太平洋地域主催アジア
ユースコンボケーション）に参加した YMCA ス
タッフ風間奈月さんに活動報告を頂きました。
次の時代を担う若もの貴重な体験を一人でも多
く応援できる様心がけて行きましょう。お二人の
熱のこもったお話に定刻をすぎての閉会会となり
ました。

◆花輪　宗命　（大東文化大学　経済学部名誉教授）
【専攻分野】　「財政」「地方財政」　　　　　
【所属学会】 日本財政学会
　　　　　 日本地方財政学会　理事
　　　　　 日本不動産学会　監事
【最終学歴】
　東京都立大学法学研究科修士課程修了（1973 年）
　オックスフォード大学経済学研究科修士課程修了（1976 年）
　日本大学経済学研究科博士後期課程修了（1982 年）
【職歴】
1973 年 4月～ 2000 年 3月　
　東京都庁：　主税局主事、企画審議室主査、教育庁副主
　幹（八王子青年の家所長）、在パリ東京事務所長、清掃局
　ごみ問題対策室副参事、総務局研修課長、 生活文化局外
　事課長、衛生局参事（青梅看護学校長）
2000 年 4月～ 2018 年 3月　
　大東文化大学経済学部教授
2006 年 4月～ 2007 年 3月　
　University of Oxford  Visiting Fellow（客員教授）
2014 年 4月～ 2016 年 3月　
　大東文化大学経済研究所長
2018 年 4月
　大東文化大学経済学部名誉教授
【ワイズ歴】
・東京八王子ワイズメンズクラブ入会　2017 年 4月
・ 東京八王子ワイズメンズクラブ会長　
　2020 年７月～ 2021 年 6月、2022 年７月～ 2023 年 6月
【主な公職】
・八王子市学園都市文化ふれあい財団評議員
・行政評価委員会：　朝霞市 ( 会長 )、戸田市 ( 会長 )、東京
都板橋区（副会長）
・総合振興計画審議会：　和光市（会長）
・国立大学法人東京外国語大学評議員

甲府 21ワイズメンズクラブ　ブリテン　令和 5年 11月号

書記　寺田喜長

第1例会報告

目標値
10月の合計
10月末迄累計
達成率

250,000
27,530
113,230
45.3％

100,000
0
0
0％

50,000
0
0
0％

400,000
27,530
113,230
28.3％

項目　　　　　ニコニコ　　バザー　　クリスマス　　トータル

［会計報告］ 2023 年 10 月末現在NEW
《 10月例会の出席者》

会員数 　　
第一例会出席者
その他行事参加者
総出席者数
出席率

42名
27名
4名
31名
74％

74％

11月7日（火）　第１例会
　　11日（土）　大澤英二召天 3周年講演会
　　21日（火）　第 2例会　18時半～
　　25日（土）　ベビーカーコンサート
12月10日（日）第 1例会（クリスマス例会）
　　19日（火）　第 2例会（今年最後です）

今後の予定

ゲスト卓話者プロフィール

ユースリーダーとして活動する上で改めて私は、
子どもとの触れ合いを通して変化に触れるだけ
でなく自分も変えられる体験をしていると感じる
ようになりました。
アルバイトで山梨YMCA館内にいたからという
流れで最初はボランティアの活動に参加していた
と思います。自分から自発的にではない部分も
ありましたが、豊かな経験をさせてもらったこと
で、今となってはユースリーダーとしてのさまざま
な活動に挑戦しようと思えるようになりました。

今年の2月に清走中とサステナキャンプの活動
報告として兵庫県へ行き、YMCAに携わるワイ
ズメンズクラブの皆さんの前で発表を行ったりし
ました。［ワイズ東西交流会＠神戸］

特に沢山の人の前での発表など、普段の私だっ
たら絶対に避けたいことでした。
しかしYMCAでのこれまでの活動を通して、必
然的に苦手だったことを克服できるような経験を
してきたこと改めて感じました。
友達からはYMCAでのアルバイトやボランティ
アを始めてからすごく変わったねと言われました。
大学 1年生の頃の私と比べると、色 と々変化が
見えるようになってきているのだと勇気が出たよ
うな気がします。入学時は1人で行動すること
が苦手で、1人では何をするのも不安でした。
しかし子供たちとの関わりやイベントへの参加す
ることで自信がついてきて、1人であっても不安
という気持ちが少なくなっていきました。

また先月には東日本区でユースリーダーをしてい
る約40名集められたユースボランティアリーダー
ズフォーラムに参加しました。このフォーラムは
「私たちにとっての みつかる。つながる。よくなっ
ていく。」をテーマとしリーダーの経験を分かち
合い励ましあう機会でした。その回においてもグ
ループ報告を担いました。
　これまでの話を聞いていただいた中で感じても
らえていると思いますが、私は発表やグループ
ディスカッションが苦手なのでフォーラムに参加
することが不安で仕方がありませんでした。それ
に加えて山梨県外でユースリーダーとして活動し
ている人たちと関わることが初めてだったのでそ
の気持ちが高まっていました。
その不安や緊張から最終的には単純に楽しかっ
たという状態に変わっていました。それは同じグ
ループで過ごしたリーダー達が本当に優しかっ
たこともありますし、YMCAの雰囲気がそうさ
せてくれていたのだと本当に強く実感しました。
初めましての状況でもリーダー名で呼び合うこと
が当たり前だったので距離が縮まりやすかったと



③

甲府 21ワイズメンズクラブ　ブリテン　令和 5年 11月号

あずさ部部大会＠長野 ・善光寺

溝口さと子さん

2023.10.21（土）

会場からは善光寺本堂が見える。時折梵鐘の音が響く。　2023 年あずさ部部大会は、長野クラブ
主催で善光寺で開催されました。記念講演は、福島貴和住職（長野クラブ）の「平和のかけ橋プロジェ
クトの今」というテーマで、イスラエル・パレスチナの時宜を得たお話しでした。善光寺由来の物語「お
血脈」は、落語・舞踊・邦楽のコラボで大いに楽しめました。

［あずさ部部大会出席者］　飯田、荻野、小澤公、駒田、輿水、佐藤重良、寺田、野々垣健五、野々垣悦子、水越、山縣　（敬称略）

佐藤直前理事より後藤直前部長へエルマークロー賞の授与 「平和の架け橋プロジェクトの今」　福島貴和住職　（長野クラブ）
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アを始めてからすごく変わったねと言われました。
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という気持ちが少なくなっていきました。
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「変わるために」
今回は山梨YMCAでのアルバイトやボランティ
ア活動の中での経験や、そこから感じ取ったこと
を皆さんにお話します。
YMCAはヤングメンズクリスチャンアソシエー
ションの略でキリスト教を母体とした団体です。
山梨YMCAとは学童保育といったようなチャイ
ルドケア部門を中心として、学童と同じ建物や
敷地内に、保育園や高齢者のデイケアがありそ
れらの活動にも力を入れています。日本各地や
海外にもYMCAという団体は存在しています。
私は山梨YMCAでアルバイトとして、主に小学
校低学年の子どもたちや障害を持つ子どもたち
の学童保育に携わっています。ボランティアに関
しては後ほどお話をさせていただきますが、1か
ら企画してさまざまな活動をしたり、野外活動に
参加したりしています。

YMCAでは職員の方やアルバイトのことを「先
生」などとは言わずリーダーと呼びます。その中
でリーダー名という、分かりやすく言えばニック
ネームがあります。子どもから呼ばれる時も、大
人同士で呼ぶ時もこのリーダー名で呼びあって
います。YMCAではこのリーダーの中でも18
歳 ~35 歳の人のことをユースリーダーと位置付
けています。
山梨YMCAのボランティアのキーワードとして
ユースリーダー会というものがあります。
山梨YMCAで野外活動や学童保育、国際事
業といったそれぞれの分野で活躍するリーダー
を包括するような会になっています。
このリーダー会はユースアクションというものを
きっかけに約 1年半前に作られました。
ユースアクションはSDGsの定める地域課題解
決に向けた企画を考え、選考で選んでいただけ
た場合にそれらの活動を行ったりするための助
成金をいただくことができます。
ワイズメンズクラブというYMCAの活動の支援
をしてくださる団体と協働して取り組まれている
活動です。

甲府 21ワイズメンズクラブ　ブリテン　令和 5年 11月号

ユースの気持ち〜ゆいぴー

飯田剛直前会長 荻野優子メネット バーベキューガーデン

リーダー会は獲得した助成金で2つのイベント
を開催することができました。
１つ目は清走中、2つ目はサステナキャンプとい
うイベントです。
清走中とは逃走中というテレビ番組に見立てた
ゲーム感覚ゴミ拾いイベントです。
ぜひ甲府の地で行えたらと考え、昨年 2回開催
することができました。第 2回目からは私たちが
企画をさせていただきました。甲府にちなんだ武
田信玄であったり、クリスマスイブの開催だった
ためサンタクロースを登場させたりとより楽しい
企画にしたいと考えていました。テレビ番組のよ
うにミッションが発動したりするなど、参加者の
人たちは楽しみながら甲府駅周辺のゴミ拾いを
行なってくれていました。
2つ目のサステナキャンプは「遊んでいると思っ
たら実はSDGsを学んでいた」というような体験
をしてもらうことを目指したキャンプです。サステ
イナブルという言葉を分かりやすくサステナと略
し、SDGsの解決に向けたプログラムを行いまし
た。
使用済みの油を使った廃油キャンドルを作った
り、ウクライナから避難した方を招いて廃材を用
いた工作をみんなでしました。この時間を通して
平和や環境など気づいていくべきことについて子
どもも私たち大人も学びを深めていきました。

2つの活動を通して私自身が子どもたちから学
ぶことが沢山ありました。サステナキャンプ中に
はほうとう作りも行ったのですが、野菜が嫌いで
ご飯の時に野菜を食べたくないと口にしていた子
が、みんなで作ったほうとうの野菜を食べること
ができていました。材料を混ぜて伸ばして切ると
いったような麺から手作りした、そのような体験
をしたことで何かを感じてくれたのかもしれませ
ん。このキャンプの企画をして一緒に過ごした立
場としてはそれが非常に嬉しかったです。参加し
たことで変わっていく子どもたちの姿が感じられ
ました。

（山梨YMCAユースリーダー）
英和大学 3年生　渡邊結菜さん

ユースリーダーとして活動する上で改めて私は、
子どもとの触れ合いを通して変化に触れるだけ
でなく自分も変えられる体験をしていると感じる
ようになりました。
アルバイトで山梨YMCA館内にいたからという
流れで最初はボランティアの活動に参加していた
と思います。自分から自発的にではない部分も
ありましたが、豊かな経験をさせてもらったこと
で、今となってはユースリーダーとしてのさまざま
な活動に挑戦しようと思えるようになりました。

今年の2月に清走中とサステナキャンプの活動
報告として兵庫県へ行き、YMCAに携わるワイ
ズメンズクラブの皆さんの前で発表を行ったりし
ました。［ワイズ東西交流会＠神戸］

特に沢山の人の前での発表など、普段の私だっ
たら絶対に避けたいことでした。
しかしYMCAでのこれまでの活動を通して、必
然的に苦手だったことを克服できるような経験を
してきたこと改めて感じました。
友達からはYMCAでのアルバイトやボランティ
アを始めてからすごく変わったねと言われました。
大学 1年生の頃の私と比べると、色 と々変化が
見えるようになってきているのだと勇気が出たよ
うな気がします。入学時は1人で行動すること
が苦手で、1人では何をするのも不安でした。
しかし子供たちとの関わりやイベントへの参加す
ることで自信がついてきて、1人であっても不安
という気持ちが少なくなっていきました。

また先月には東日本区でユースリーダーをしてい
る約40名集められたユースボランティアリーダー
ズフォーラムに参加しました。このフォーラムは
「私たちにとっての みつかる。つながる。よくなっ
ていく。」をテーマとしリーダーの経験を分かち
合い励ましあう機会でした。その回においてもグ
ループ報告を担いました。
　これまでの話を聞いていただいた中で感じても
らえていると思いますが、私は発表やグループ
ディスカッションが苦手なのでフォーラムに参加
することが不安で仕方がありませんでした。それ
に加えて山梨県外でユースリーダーとして活動し
ている人たちと関わることが初めてだったのでそ
の気持ちが高まっていました。
その不安や緊張から最終的には単純に楽しかっ
たという状態に変わっていました。それは同じグ
ループで過ごしたリーダー達が本当に優しかっ
たこともありますし、YMCAの雰囲気がそうさ
せてくれていたのだと本当に強く実感しました。
初めましての状況でもリーダー名で呼び合うこと
が当たり前だったので距離が縮まりやすかったと

この文章は10月26日に山梨英和大学のチャペルアワー
で、渡邊結菜さんが発表したものです。本人の諒解のもと、
掲載させて頂きます。

東日本区大会　ユースアワーで発表する渡邊結菜さん
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感じています。そしてグループでの交流であった
りリーダー名を覚えるために、最初の段階から
ちょっとしたゲームなどのアイスブレイクを沢山し
ていました。これによって関わりやすくなったりし
ました。本当にちょっとしたことではありますが、
私にとって距離を縮められるきっかけになってい
ました。

山梨YMCAでの活動をしてきたことで、挑戦し
てみないと何も分からないことを改めて感じるよ
うになりました。私にとって挑戦することは非常
にハードルが高いことでした。
やってみないと分からないし、そこで止まってい
たら何も始まらないことを思い知りました。
ちょっとした1コマが私にとって意味があり大き
なきっかけになっています。
残りの学生生活のうちに自ら挑戦をしてみて、沢
山の人に喜んでもらえるような活動を出来るよう
に頑張っていきたいと思っています。
これからも子どもたちとの関わり、行事やイベン
トのなかで役割を担うことがあると思いますが、
やるだけではなく学び・経験をすることが、私自
身が変わることだと思いながら活動を続けていき
たいです。

ユースの気持ち〜ゆいぴー （前ページより）

眼圧のチェックをして緑内障の予防を

11月の例会に解説できない場合のために以下
の一文を記しておきます
私は1年前に免許証更新の際に視力が不十分
でやっと免許更新ができました。そのためにメガ
ネの新調をと老々介護している妻の数年前から
のかかり付けの眼科に受診したところ眼圧 30と
かなりの進行した緑内障と診断されました。そ
の眼科医の紹介で県内随一の専門眼科医柏木
賢治医師のクリニックに受診することができまし
た。1年間通院して眼圧の低下の点眼薬治療
を続けていました。
眼圧低下が思うようでないために9月25日に
は特別に大学病院でレーザー治療も受けること
ができました。今日の再診でレーザー治療の効
果は良くて、眼圧も12と下がっていました。老々
介護のお陰でこのような経過になったことを感謝
しています。
皆さまも眼圧のチェックを早めにして緑内障の予
防に心がけることをお勧めします。

功刀弘
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が苦手で、1人では何をするのも不安でした。
しかし子供たちとの関わりやイベントへの参加す
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という気持ちが少なくなっていきました。
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る約40名集められたユースボランティアリーダー
ズフォーラムに参加しました。このフォーラムは
「私たちにとっての みつかる。つながる。よくなっ
ていく。」をテーマとしリーダーの経験を分かち
合い励ましあう機会でした。その回においてもグ
ループ報告を担いました。
　これまでの話を聞いていただいた中で感じても
らえていると思いますが、私は発表やグループ
ディスカッションが苦手なのでフォーラムに参加
することが不安で仕方がありませんでした。それ
に加えて山梨県外でユースリーダーとして活動し
ている人たちと関わることが初めてだったのでそ
の気持ちが高まっていました。
その不安や緊張から最終的には単純に楽しかっ
たという状態に変わっていました。それは同じグ
ループで過ごしたリーダー達が本当に優しかっ
たこともありますし、YMCAの雰囲気がそうさ
せてくれていたのだと本当に強く実感しました。
初めましての状況でもリーダー名で呼び合うこと
が当たり前だったので距離が縮まりやすかったと

第 63 回　山梨 YMCA チャリティバザー
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「同級生」
鈴木　美穂子

１０月７日山日新聞１２面｢ことばの木もれ日｣に

　「同級会　六十六年散り散りに生き苦を重ね
　　遠き一点に先生がいる」　　三枝　昴之

が掲載されました。昭和３６年度甲府市立春日
小学校６年Ｃ組の６６年後の同窓会です。
筆者は歌人で現在山梨県立学館長です。彼は
病気のため２年遅れでクラスのメンバーに。共
に過ごしたのは５年生の途中から６年卒業まで
の短い間だけです。
還暦を迎えた２００８年「昭和三十二年の青空」
という先生の大量に残されていた遺稿集・追悼
集という内容での一冊をクラスの皆で刊行し、
11 月 21 日山日に紹介の記事が載りました。珍
しいことと思ってくれたのでしょうか。
　小澤貞夫先生は昭和２７年山梨師範（山梨
大学）を卒業し学生服姿で春日小に赴任、私
達が２年生の時以来６年生までこの学年と共に
歩み、私達の卒業と同時に先生を辞め、小説
家を志して何処かへ行ってしまいました。先生
はファーストネームで私達を呼び捨てにしました
がそれが嫌でなく嬉しい気分にさせてくれまし
た。教科書を開いての授業など記憶になく、朝
はロシア民謡を教え皆で歌うことから始まり、時
間割は無視、天気がよければ荒川の土手に遊
び、雨の日は図書室に行かせて好きな本を読ん
で来いと、新聞記事を教材に意見を闘わせる、
テスト問題の謄写版印刷を男子２名にさせ、そ
の間他は自習して刷り上がるのを待つ、授業中
自分の通帳と印鑑を持たせてお金をおろしに行
かせる。それでも学年共通のテスト結果は良かっ
たし、中学進学では付属中、英和中の合格者
は２桁にのぼり学年１番だったと記憶していま
す。これも各自の性格や能力を見極め弱点克服
させるための指導であったと後 そ々れが各自わか
り、その種を蒔いてくれた先生に感謝しているの
です。私の教師としての原点もここにあったのか
と気づかされ、
この仲間との出会いに人生の不思議を感じてい
ます。
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ペンリレー ◆YMCA便り◇

「自問自答の大切さ」
総主事　中田　純子

皆さん唐突ですが、
今、困っていることは
ありますか。また、そ
の困っていることを解
決するために何をして
いますか。さらに解決
できた自分を想像でき
ますか。
　人には一人ひとりさ
まざまな個性がありま
す。3つの問いは、しっ
かりと自分を見つめ観

察できているのかと問いかけるものです。
　私たち人は自分を理解し、自分を大切にでき
る事が求められると私は常日頃から思っていま
す。自分には人と人とのその中にあり、育ち行く
姿・育ち合う姿が必ずあります。それを捉え視
点を移していくと喜怒哀楽、更に感謝が生れま
す。これは人が生きるためにとても大切であると
思うのです。
ワイズメンズクラブの皆様を見ていますと、この
3つの質問をいつも自分の中に持ち行動してい
るお姿があります。私自身、羨ましく、見習うべ
きであると自分を反省する毎日に未熟さを実感し
ています。しかし、まだまだ成長段階であると自
分を励ましたりしています。
　YMCA運動は子ども大人も育ち、お互いが
結びついて地域コミュニティーを豊かにしていく
ことにあります。自分だけでなく共に生きる共生
社会の構築こそが個を生かす未来への近道で
す。自分をみつめながら、私の居場所である
YMCAに視線を落とすと輝きでいっぱいです。
11月は山梨YMCA一大イベント「チャリティー
バザー」が開催されます。多くの皆様と繋がり、
自分自身を見つけ、すべての人々がよくなってい
くことを目指して行きたいと思いますので、ご賛
同いただきご協力をお願いいたします。
当日が皆様にとりまして心地よく過ごせる時とな
りますようお祈りいたします。



号外　（速報） 去る１１月３日～５日まで行われたワイズメンズクラブ
アジア太平洋地域大会において、風間奈月さんがAYC
について発表をしたよ、というニュースが入りました。



お知らせ（枯露柿　予告） お知らせ（２０２４年抱負募集）

お知らせ　ベビーカーコンサート

今年も実施予定

ブリテン委員長　野々垣和宏です。
近所の郵便局でも年賀ハガキの販売が始まりま
した。そろそろ来年が、身近に感じられることと
思います。カレンダーを買って、新しい手帳を買っ
て、枯露柿を買って・・。買って買って、って勝
手にしなさい、と怒られそうですが・。
さて、来年ブリテンでは、久々に会員の皆様から
ひと言ずつ、「２０２４年」の抱負を掲載致したく
募集致します。
個人的なこと、ご家族のこと、ワイズのこと。そ
して日本・世界について。みなさんの抱負をお寄
せください。
（１）応募はメールかFAXで
　山本事務担当までどうぞ
　Mail　yamamoto@bestpartners.tokyo
　FAX　050-3737-5829
（２）２０２４年抱負　というタイトルで、お名前
と抱負を100～200 文字でお聞かせ下さい。
（3）締切は、2023 年 12月15日（金）です
　


